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ウシ蜻アルブミン（BSA）含有K一アラム肉芽（spl目鯉ル嬬榔総1墾イ2繍，
扇面画に作製し・惹起注射後・肉芽腫内e：‘　h＞りみられるアミ。イド病変の鰍成分であるアミ・
でなく・心などの多臓器組織こ・フィブ’Jノイドイドβ蛋白前駆体（βAPP）カ・＋，細月包粘着介在物質
動脈炎・フィブリノイド心内膜炎・フィブリノイ　の表面リセプタ＿として働いているヘパラン硫酸
ド滑膜炎などを観察したことを・昨年の本学会でプ。テオグリカン（HSPG）のコア・蛋白胴一で
報告しte。今回は感作家兎に作製した非特異一門　はないかとの報告があり，加齢脳のSPやNFTの成因
芽腫につき検討した。　【方法】K國アラムに吸着さの要因としてこの種のPGの細胞内外での局在が問
鞭BSA　1・mg！・1嫁兎のf・・t　p・dに皮内注射題となり，この点を明力・にしようとした．
し洞時に抗原を含まないK一アラムのみを背部皮　［方法］AD，アルツハイマー型老年痴呆
内に注射、アラム肉芽腫を作製した。感作21日目　　（SDAT），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常老化の大脳灰白質のアミロイド病
にBSA　250　rng／kgを静注・惹起し・経時的に各肉変とプロテオグリカン（PG）の免疫組織化学的動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1型芽腫を採取。特異抗体、抗原の分布のほか、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒト脳剖検例より，前頭葉，側頭葉お態をみる．・。11・9…m型・・11・9・・の分布につき・アビジよび後前より組織片を採取殖ちに，C，t，1一
ン・ビオチン法を用いて免疫組織学的に観察した。pyridinium　chloride（CPC）一formalinに固定し，
【結果および考察】感作21日目では・抗原含有ア　通常のParaffin切片を作製後，次の組織化学染色
ラム肉芽腫においては・アラムは厚い結合組織被　を行った．
膜で覆われ、被膜直下には、形質細胞およびマク　　1．Congo　red　2．0．3　M．MgC12．0．5％
ロファ・一ジの広範な浸潤が認められた。この時、　Alcian　Blue　3．0．7　M－MgC12－0．5％Alcian
I、六型コラーゲンは被膜の結合組織線維に一致Blue　4．Cacodylate－ferric　colloid，　pH　1．8，
して鹿瀬髄示した・特異抗体である抗BSA抗｛本，H　3．55．M。n。cl。nal　anti－PG－antib。dy、
は被膜のコラーゲン線維に一致して陽性であり、　1）anti一β．amyloid　protein　precursor　anti．
長躯胞の胞体内1こ強陽性であった・…方・非特b。d，2）。。n。cl。nal　anti．HSPG－antib。dy
異的肉芽腫では・結合組冊立の形成乙ま弱く・線（H，pSS．1）3），。1，，1。nal　anti．HSPG－antib。d，
維は肉鞭内部にも形成されていた・また・縦　［結語］1．AD，　SDATおよび正常老人脳にみら
繍三思壷葱驚門門練物腺器tll門門弾9瓢；飴嘉
周囲に認められた・惹起直後から肉芽腫被膜およよび正常老人脳のNFTは，明確な形態学的，　｛t化学
び肉芽腫内には・抗原が陽性となった。　　　　　的特性を有し，細胞内GAG、の集積はnonspecificで
　惹起10日後では抗原含有肉芽腫ではフィブリノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなく，NFTやSP，　CAAの形態学的出現に与る．イド動脈炎が・非特異的肉芽腫において轍膜内3．NFTに見られるi。trace11、lar　sulf、t，d　GAG、と
小動脈に汎動脈炎が観察された。　　　　　　　　SPに見られるextracellular　sulfated　GAG、には共
　以上より、非特異的肉芽腫においても、惹起直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通の蛋白（Amyloidβprotein　precursor一βAPP）後より動脈外膜側での特異抗体による抗原の捕捉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の結合があり，Amyloid蛋白もsulfated　GAGsも細が起こり、ICを形成、動脈壁はICにより内膜側　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞内および突起内に生じ，細胞死と共に細胞外にからのみならず外膜側からも傷害を受け汎動脈炎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈着する可能性がある．に至ることが示唆された。
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